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社
会
福
祉
協
議
会
は
、
昭
和
26
年

６
月
１
日
の
社
会
福
祉
事
業
法
（
現

社
会
福
祉
法
）
の
施
行
後
に
全
国
及

び
都
道
府
県
社
協
が
誕
生
し
、
そ
の

後
市
区
町
村
社
協
が
組
織
さ
れ
る

中
、
昭
和
58
年
に
は
社
会
福
祉
事
業

法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
市
町
村
社

協
が
法
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
京
丹
後
市
と
な
る
前
の
旧
６
町
で

は
、
町
が
発
足
し
た
昭
和
30
年
頃
に

町
社
協
が
誕
生
し
、
平
成
16
年
４
月

の
６
町
の
合
併
と
同
時
に
町
社
協
が

合
併
し
て
京
丹
後
市
社
協
と
な
り
、

今
年
の
３
月
で
丸
20
年
を
迎
え
ま
し

た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、社
協
）

の
目
的
で
あ
る
地
域
福
祉
の
推
進

は
、住
民
の
意
思
が
反
映
さ
れ
、そ
し

て
住
民
が
積
極
的
に
参
画
す
る「
住

民
参
加
」「
住
民
主
体
」の
考
え
が
基

本
で
す
。自
分
た
ち
の
地
域
を
住
み

よ
い
町
に
す
る
た
め
に
は
、「
お
互
い

に
助
け
合
い
ま
し
ょ
う
」と
い
う
共

助
の
仕
組
み
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、こ
の「
住
民
参
加
」や「
住

民
主
体
」の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、社

協
の
会
員
に
な
る
こ
と
、ま
た
そ
の

活
動
の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
く
こ
と

で
、社
協
は
会
費
や
寄
附
金
を
財
源

に
地
域
サ
ロ
ン
の
推
進
や
子
育
て
世

帯
へ
の
支
援
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
推
進
し
、誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

社
協
で
は
、定
款
で「
京
丹
後
市
に

お
け
る
社
会
福
祉
事
業
そ
の
他
の
社

会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
の
健
全

な
発
達
及
び
社
会
福
祉
に
関
す
る
活

動
の
活
性
化
に
よ
り
地
域
福
祉
の
推

進
を
図
る
こ
と
」と
目
的
を
定
め
、

「
第
４
次
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉

活
動
計
画
」を
基
に
、行
政
や
市
民
と

連
携
し
て
地
域
福
祉
を
推
進
し
、誰

ひ
と
り
置
き
去
り
に
し
な
い「
真
の

地
域
共
生
社
会
」の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
平
成
16
年
４
月
１
日
、
京
丹
後
市

の
発
足
と
同
時
に
京
丹
後
市
社
会
福

祉
協
議
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の

年
の
10
月
に
は
台
風
23
号
が
京
都
府

や
兵
庫
県
の
北
部
を
襲
い
多
く
の
被

害
が
出
ま
し
た
。
社
協
で
は
、
特
に

大
き
な
被
害
を
受
け
た
宮
津
市
と
豊

岡
市
に
対
し
て
、
市
と
共
同
で
救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
派
遣
し
ま
し

た
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
は
、
道
路
運
送

法
に
基
づ
く
「
福
祉
有
償
運
送
事
業
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
ほ
か
、
平
成
19
年

度
に
は
京
丹
後
市
の
要
請
に
よ
り
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
た
め
の
災
害
協
定
を
結
び
ま
し

在宅生活の支援をするため様々なサービスを展開

地
域
福
祉
を
推
進
し
て
20
年

〜
京
丹
後
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
歩
み
〜

た
。
ま
た
、「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

１
人
ひ
と
り
が
輝
く　
ふ
れ
あ
い
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
第
１

次
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

　
平
成
20
年
度
に
は
、
地
域
福
祉
の
推

進
に
功
績
の
あ
っ
た
人
を
表
彰
す
る
た

め
、
第
１
回
京
丹
後
市
社
会
福
祉
大
会

を
市
と
共
催
で
開
催
し
、
そ
れ
以
降
３

年
に
１
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

 

平
成
21
年
度
に
は
、
京
丹
後
警

察
署
か
ら
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実

施
者
証
の
交
付
を
受
け
、
社
協
車
両

6
台
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
開
始
し

た
ほ
か
、
平
成
23
年
3
月
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
社
協
登
録

の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
支

援
物
資
を
仕
分
け
し
た
り
、
宮
城
県

名
取
市
等
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
に
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
に
は
、
社
協
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
愛
称
が
、

手
話
で
表
す
ア
イ
ラ
ブ
ユ
ー
と
京
丹

後
の
丹
を
掛
け
た
「
あ
い
た
ん
」
に

決
定
し
た
ほ
か
、
平
成
24
年
度
に
は

市
内
38
か
所
の
懇
談
会
を
経
て
第
２

次
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
度
と
26
年
度
は
、

台
風
18
号
や
記
録
的
な
豪
雨
に
よ

り
、
２
年
連
続
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
福
知
山
市
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ス
を
運
行
し
支
援
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　
平
成
26
年
度
に
は
京
丹
後
青
年
会

議
所
と
災
害
協
定
を
結
ん
だ
ほ
か
、

市
の
補
助
に
よ
り
婚
活
支
援
セ
ン

タ
ー「
出
会
い
は
京
丹
後
」が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
は
、
市
内
の
戸
配
事

業
者
と
福
祉
関
係
事
業
所
等
の
加
盟

に
よ
り
「
高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
た
ほ
か
、
市

内
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
撤
退
が
相

次
ぐ
中
で
、
市
内
の
公
共
交
通
空
白

地
７
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
に
指
定

し
、
買
い
物
等
の
外
出
支
援
の
た
め

「
移
動
支
援
事
業
」
を
開
始
し
、
新

た
に
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
始
ま
っ
た
地

域
、
ま
た
新
た
な
タ
ク
シ
ー
事
業
者

の
参
入
が
あ
る
中
で
、
令
和
４
年
度

末
ま
で
事
業
を
継
続
し
ま
し
た
。

【
平
成
16
年
度
】

・「
住
民
一
人
ひ
と
り
が
共
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
い

え
る
、や
さ
し
さ
と
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
、福
祉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
丹
後
６
町
の

社
会
福
祉
協
議
会
が
一
つ
と
な
り
「
社
会
福
祉
法
人

京
丹
後
市
社
会
福
祉
協
議
会
」
が
誕
生
。

・
台
風
23
号
災
害
に
対
し
て
、
宮
津
市
と
豊
岡
市
へ
の

救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
や
活
動
支
援
実
施
。

・
京
丹
後
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
広
報
紙
名
称
「
こ
こ

ろ
」
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
手
と
心　
つ
な
い
で

築
く　
京
丹
後
」
が
公
募
に
よ
り
決
定
。

【
平
成
17
年
度
】

・「
京
丹
後
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
」
設
立
準
備
会

の
立
ち
上
げ
。

【
平
成
18
年
度
】

・
７
月
豪
雨
間
人
区
土
砂
災
害
発
生
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
炊
き
出
し
活
動
。

・
道
路
運
送
法
に
基
づ
き
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
主

体
と
な
る
「
福
祉
有
償
運
送
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
。

・
旧
町
ご
と
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
の
連
合
体
「
京

丹
後
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
」
発
足
。

【
平
成
19
年
度
】

・
京
丹
後
市
と
「
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
。

・「
社
協
組
織
等
強
化
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
組

織
機
構
の
見
直
し
や
事
業
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検

討
開
始
。

・「
第
１
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を
策
定
。

・
弥
栄
支
所
の
通
所
介
護
事
業
と
訪
問
介
護
事
業
、
訪
問

入
浴
事
業
の
終
了
。

【
平
成
20
年
度
】

・
京
丹
後
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
組
織
体
制
を
変
更
。

本
所
を
京
丹
後
市
丹
後
庁
舎
か
ら
京
丹
後
市
弥
栄
庁

舎
へ
移
転
。

・
京
丹
後
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運

用
開
始
。

・「
安
心
・
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
」
を

目
指
し
、
第
１
回
地
域
福
祉
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
を
開
催
。

・「
第
１
回
京
丹
後
市
社
会
福
祉
大
会
」
を
開
催
。

福
祉
に
お
け
る
社
協
の
役
割

京
丹
後
市
社
協
年
表

地
域
福
祉
を
推
進
し

地
域
福
祉
を
推
進
し

地
域
福
祉
を
推
進
し
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平
成
16
年
４
月
１
日
、
京
丹
後
市

の
発
足
と
同
時
に
京
丹
後
市
社
会
福

祉
協
議
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の

年
の
10
月
に
は
台
風
23
号
が
京
都
府

や
兵
庫
県
の
北
部
を
襲
い
多
く
の
被

害
が
出
ま
し
た
。
社
協
で
は
、
特
に

大
き
な
被
害
を
受
け
た
宮
津
市
と
豊

岡
市
に
対
し
て
、
市
と
共
同
で
救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
派
遣
し
ま
し

た
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
は
、
道
路
運
送

法
に
基
づ
く
「
福
祉
有
償
運
送
事
業
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
ほ
か
、
平
成
19
年

度
に
は
京
丹
後
市
の
要
請
に
よ
り
災

害
ボ
ラ
ン
テ
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ア
セ
ン
タ
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を
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災
害
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ま
し

Ｈ18.4　社協主体の福祉有償運送事業スタート

　

社
協
の
仕
事
は
子
育
て
世
代
か
ら

高
齢
者
の
支
援
、地
域
福
祉
推
進
の

仕
組
み
づ
く
り
、生
活
困
窮
者
や
判

断
力
が
十
分
で
な
い
人
へ
の
支
援
、

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
訪
問
介
護

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
多
岐

に
渡
っ
て
い
ま
す
が
、特
徴
的
な
こ

と
は（
１
）特
定
の
福
祉
問
題
の
解
決

だ
け
を
目
的
と
し
て
い
な
い（
２
）住

民
と
の
協
働
を
重
視
す
る（
３
）新
し

い
制
度
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を

働
き
か
け
る（
４
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、社
協
職
員
は
福
祉
の「
呼
び

子育て支援事業「つながるオムツ宅配便」スタート

か
け
人
」「
仕
掛
け
人
」「
仕
事
人
」で

あ
り
、現
在
、市
と
連
携
し
て
市
内
全

域
で
地
域
共
生
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

に
取
り
組
み
、地
域
内
で
の「
つ
な
が

り
づ
く
り
」「
仕
組
み
づ
く
り
」「
地
域

づ
く
り
」を
地
域
の
役
員
さ
ん
や
活

動
団
体
、そ
し
て
住
民
と
一
緒
に

な
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。
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ま
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と
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く
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。
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績
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催
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催
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催
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。
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。
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業
」
を
開
始
し
、
新

た
に
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
始
ま
っ
た
地

域
、
ま
た
新
た
な
タ
ク
シ
ー
事
業
者

の
参
入
が
あ
る
中
で
、
令
和
４
年
度

末
ま
で
事
業
を
継
続
し
ま
し
た
。

【
平
成
16
年
度
】

・「
住
民
一
人
ひ
と
り
が
共
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
い

え
る
、や
さ
し
さ
と
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
、福
祉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
丹
後
６
町
の

社
会
福
祉
協
議
会
が
一
つ
と
な
り
「
社
会
福
祉
法
人

京
丹
後
市
社
会
福
祉
協
議
会
」
が
誕
生
。

・
台
風
23
号
災
害
に
対
し
て
、
宮
津
市
と
豊
岡
市
へ
の

救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
や
活
動
支
援
実
施
。

・
京
丹
後
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
広
報
紙
名
称
「
こ
こ

ろ
」
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
手
と
心　
つ
な
い
で

築
く　
京
丹
後
」
が
公
募
に
よ
り
決
定
。

【
平
成
17
年
度
】

・「
京
丹
後
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
」
設
立
準
備
会

の
立
ち
上
げ
。

【
平
成
18
年
度
】

・
７
月
豪
雨
間
人
区
土
砂
災
害
発
生
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
炊
き
出
し
活
動
。

・
道
路
運
送
法
に
基
づ
き
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
主

体
と
な
る
「
福
祉
有
償
運
送
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
。

・
旧
町
ご
と
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
の
連
合
体
「
京

丹
後
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
」
発
足
。

【
平
成
19
年
度
】

・
京
丹
後
市
と
「
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
。

・「
社
協
組
織
等
強
化
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
組

織
機
構
の
見
直
し
や
事
業
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検

討
開
始
。

・「
第
１
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を
策
定
。

・
弥
栄
支
所
の
通
所
介
護
事
業
と
訪
問
介
護
事
業
、
訪
問

入
浴
事
業
の
終
了
。

【
平
成
20
年
度
】

・
京
丹
後
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
組
織
体
制
を
変
更
。

本
所
を
京
丹
後
市
丹
後
庁
舎
か
ら
京
丹
後
市
弥
栄
庁

舎
へ
移
転
。

・
京
丹
後
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運

用
開
始
。

・「
安
心
・
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
」
を

目
指
し
、
第
１
回
地
域
福
祉
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
を
開
催
。

・「
第
１
回
京
丹
後
市
社
会
福
祉
大
会
」
を
開
催
。

【
平
成
21
年
度
】

・
京
丹
後
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
京
丹
後
警
察
署
か
ら

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
者
証
の
交
付
を
受
け
、

公
用
車
６
台
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
開
始
。

・「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
前
登
録
制
度
」を
ス
タ
ー
ト
。

【
平
成
22
年
度
】

・
東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
募
集
及
び
支
援
物
資
の
仕

分
け
作
業
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
前
登
録
者
を
要

請
。

・「
京
丹
後
市
網
野
高
齢
者
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
」
の

管
理
受
託
が
終
了
。

【
平
成
23
年
度
】

・
東
日
本
大
震
災
に
対
し
て
、
宮
城
県
名
取
市
・
南
三

陸
町
・
山
元
町
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に

職
員
を
派
遣
。

・
京
丹
後
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
決
定
す
る
と
と
も
に
愛
称
を
「
あ
い
た
ん
」

と
し
た
。

・「
第
２
回
京
丹
後
市
社
会
福
祉
大
会
」
を
開
催
。

【
平
成
24
年
度
】

・
活
動
実
績
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
「
介

護
支
援
・
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
。

・「
第
２
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
策
定
。

【
平
成
25
年
度
】

・
台
風
18
号
豪
雨
災
害
に
よ
り
福
知
山
市
へ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
派
遣
。

【
平
成
26
年
度
】

・
京
都
府
北
部
豪
雨
災
害
で
福
知
山
市
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
バ
ス
を
運
行
。

・
京
丹
後
青
年
会
議
所
と
「
災
害
時
等
に
お
け
る
協
力

体
制
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
。

・「
第
３
回
京
丹
後
市
社
会
福
祉
大
会
」
を
開
催
。

・
婚
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
出
会
い
は
京
丹
後
」
を
設
置
。

・「
第
１
次
基
盤
強
化
計
画
」
策
定
。

【
平
成
27
年
度
】

・
戸
配
事
業
者
と
福
祉
関
係
事
業
所
等
の
加
盟
に
よ
り

「
高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
。

・
市
内
の
公
共
交
通
空
白
地
区
７
地
区
を
モ
デ
ル
地
区

に
指
定
し
、
買
い
物
等
の
外
出
支
援
の
た
め
「
移
動

支
援
事
業
」
を
開
始
。

社
協
20
年
間
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

京丹後市社協20年の歩み

3



　
平
成
16
年
４
月
１
日
、
京
丹
後
市

の
発
足
と
同
時
に
京
丹
後
市
社
会
福

祉
協
議
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の

年
の
10
月
に
は
台
風
23
号
が
京
都
府

や
兵
庫
県
の
北
部
を
襲
い
多
く
の
被

害
が
出
ま
し
た
。
社
協
で
は
、
特
に

大
き
な
被
害
を
受
け
た
宮
津
市
と
豊

岡
市
に
対
し
て
、
市
と
共
同
で
救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
派
遣
し
ま
し

た
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
は
、
道
路
運
送

法
に
基
づ
く
「
福
祉
有
償
運
送
事
業
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
ほ
か
、
平
成
19
年

度
に
は
京
丹
後
市
の
要
請
に
よ
り
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
た
め
の
災
害
協
定
を
結
び
ま
し

た
。
ま
た
、「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

１
人
ひ
と
り
が
輝
く　
ふ
れ
あ
い
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
第
１

次
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

　
平
成
20
年
度
に
は
、
地
域
福
祉
の
推

進
に
功
績
の
あ
っ
た
人
を
表
彰
す
る
た

め
、
第
１
回
京
丹
後
市
社
会
福
祉
大
会

を
市
と
共
催
で
開
催
し
、
そ
れ
以
降
３

年
に
１
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

 

平
成
21
年
度
に
は
、
京
丹
後
警

察
署
か
ら
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実

施
者
証
の
交
付
を
受
け
、
社
協
車
両

6
台
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
開
始
し

た
ほ
か
、
平
成
23
年
3
月
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
社
協
登
録

　
平
成
28
年
度
は
、
４
月
に
発
生
し

た
熊
本
地
震
に
対
し
て
阿
蘇
郡
西
原

村
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
職
員
を
派
遣
し
た
ほ
か
、
平
成
29

年
度
は
京
丹
後
市
を
襲
っ
た
台
風
18

号
災
害
に
お
い
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
り
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
網

野
町
木
津
地
域
や
丹
後
町
宇
川
地
域

に
派
遣
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
に
は
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

を
目
指
し
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

を
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
支
援

者
、
地
域
の
人
が
少
し
ず
つ
リ
レ
ー

し
な
が
ら
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
「
Ｒ
Ｕ

Ｎ
伴
２
０
１
８
ｉ
ｎ
京
丹
後
」
が
開 Ｈ29.9 台風18号被害の災害ボランティアを募集

Ｈ27.12 社協車両による移動支援事業開始

の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
支

援
物
資
を
仕
分
け
し
た
り
、
宮
城
県

名
取
市
等
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
に
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
に
は
、
社
協
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
愛
称
が
、

手
話
で
表
す
ア
イ
ラ
ブ
ユ
ー
と
京
丹

後
の
丹
を
掛
け
た
「
あ
い
た
ん
」
に

決
定
し
た
ほ
か
、
平
成
24
年
度
に
は

市
内
38
か
所
の
懇
談
会
を
経
て
第
２

次
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
度
と
26
年
度
は
、

台
風
18
号
や
記
録
的
な
豪
雨
に
よ

り
、
２
年
連
続
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
福
知
山
市
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ス
を
運
行
し
支
援
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　
平
成
26
年
度
に
は
京
丹
後
青
年
会

議
所
と
災
害
協
定
を
結
ん
だ
ほ
か
、

市
の
補
助
に
よ
り
婚
活
支
援
セ
ン

タ
ー「
出
会
い
は
京
丹
後
」が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
は
、
市
内
の
戸
配
事

業
者
と
福
祉
関
係
事
業
所
等
の
加
盟

に
よ
り
「
高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
た
ほ
か
、
市

内
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
撤
退
が
相

次
ぐ
中
で
、
市
内
の
公
共
交
通
空
白

地
７
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
に
指
定

し
、
買
い
物
等
の
外
出
支
援
の
た
め

「
移
動
支
援
事
業
」
を
開
始
し
、
新

た
に
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
始
ま
っ
た
地

域
、
ま
た
新
た
な
タ
ク
シ
ー
事
業
者

の
参
入
が
あ
る
中
で
、
令
和
４
年
度

末
ま
で
事
業
を
継
続
し
ま
し
た
。

Ｈ24.1 愛称「あいたん」決定

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
は
、
年
末
に
発
生
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

世
界
的
な
流
行
に
よ
り
、
社
会
活
動

や
経
済
活
動
が
自
粛
さ
れ
、
地
域
に

お
い
て
も
イ
ベ
ン
ト
や
人
と
交
わ
る

サ
ロ
ン
活
動
な
ど
が
中
止
に
追
い
込

ま
れ
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
は
、
社
協
組
織
の
ス

リ
ム
化
を
目
指
し
、
評
議
員
及
び
理

事
の
定
数
の
見
直
し
を
実
施
し
た
ほ

か
、
そ
れ
ま
で
委
託
事
業
で
あ
っ
た

「
京
丹
後
市
や
さ
か
老
人
保
健
施
設

ふ
く
じ
ゅ
」
の
指
定
管
理
の
受
託
を

決
定
し
ま
し
た
。

【
平
成
28
年
度
】

・
ふ
る
さ
と
会
員
制
度
を
導
入
。

・「
京
丹
後
市
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」
を
市
か
ら

受
託
し
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
。

・
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
対
し
て
、
阿
蘇
郡
西
原

村
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
職
員
を
派
遣
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
で
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

10
周
年
記
念
事
業
」
を
実
施
。

【
平
成
29
年
度
】

・
京
丹
後
市
に
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
18
号
災
害
で

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
市
内
に
派
遣
。

・「
第
４
回
京
丹
後
市
社
会
福
祉
大
会
」
開
催
。

・「
第
３
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を
策
定
。

・「
第
２
次
基
盤
強
化
計
画
」
を
策
定
。

【
平
成
30
年
度
】

・
や
さ
か
老
人
保
健
施
設
ふ
く
じ
ゅ
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
。

・
全
国
リ
レ
ー
イ
ベ
ン
ト
「
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
２
０
１
８
ｉ
ｎ

京
丹
後
」
が
９
チ
ー
ム
47
人
の
参
加
で
開
催
。

【
令
和
元
年
度
】

・
社
協
財
政
健
全
化
検
討
委
員
会
を
設
置
し
「
自
主
財

源
の
確
保
と
財
政
健
全
化
計
画
に
つ
い
て
」
を
諮
問

（
令
2

・

2
報
告
）。

・
京
都
Ｓ
Ｋ
Ｙ
セ
ン
タ
ー
と
協
働
し
地
域
別
・
活
動
別

担
い
手
養
成
講
座
を
開
催
。

・「
き
ょ
う
と
地
域
福
祉
活
動
実
践
交
流
会
」
が
丹
後

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
府
内
各
地
か
ら
福
祉
関
係
者

６
６
２
人
が
参
加
。

・
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
事
業
の
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対

応
し
た
国
の
新
た
な
特
例
貸
付
の
制
度
が
ス
タ
ー
ト
。

【
令
和
２
年
度
】

・
管
理
職
へ
の
「
目
標
管
理
制
度
」
導
入
。

・
コ
ロ
ナ
の
感
染
対
策
と
し
て
市
内
高
齢
者
へ
の
マ
ス

ク
配
付
事
業
を
市
か
ら
受
託
。

・「
第
５
回
京
丹
後
市
社
会
福
祉
大
会
」
開
催
。

・
評
議
員
会
に
て
京
丹
後
市
や
さ
か
老
人
保
健
施
設
ふ

く
じ
ゅ
の
指
定
管
理
の
受
託
を
決
定
。

・
評
議
員
会
に
て
評
議
員
定
数
と
理
事
定
数
の
見
直
し

を
決
定
。

京丹後市社協20年の歩み
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平
成
16
年
４
月
１
日
、
京
丹
後
市

の
発
足
と
同
時
に
京
丹
後
市
社
会
福

祉
協
議
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の

年
の
10
月
に
は
台
風
23
号
が
京
都
府

や
兵
庫
県
の
北
部
を
襲
い
多
く
の
被

害
が
出
ま
し
た
。
社
協
で
は
、
特
に

大
き
な
被
害
を
受
け
た
宮
津
市
と
豊

岡
市
に
対
し
て
、
市
と
共
同
で
救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
派
遣
し
ま
し

た
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
は
、
道
路
運
送

法
に
基
づ
く
「
福
祉
有
償
運
送
事
業
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
ほ
か
、
平
成
19
年

度
に
は
京
丹
後
市
の
要
請
に
よ
り
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
た
め
の
災
害
協
定
を
結
び
ま
し

た
。
ま
た
、「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

１
人
ひ
と
り
が
輝
く　
ふ
れ
あ
い
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
第
１

次
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

　
平
成
20
年
度
に
は
、
地
域
福
祉
の
推

進
に
功
績
の
あ
っ
た
人
を
表
彰
す
る
た

め
、
第
１
回
京
丹
後
市
社
会
福
祉
大
会

を
市
と
共
催
で
開
催
し
、
そ
れ
以
降
３

年
に
１
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

 

平
成
21
年
度
に
は
、
京
丹
後
警

察
署
か
ら
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実

施
者
証
の
交
付
を
受
け
、
社
協
車
両

6
台
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
開
始
し

た
ほ
か
、
平
成
23
年
3
月
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
社
協
登
録

　
平
成
28
年
度
は
、
４
月
に
発
生
し

た
熊
本
地
震
に
対
し
て
阿
蘇
郡
西
原

村
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
職
員
を
派
遣
し
た
ほ
か
、
平
成
29

年
度
は
京
丹
後
市
を
襲
っ
た
台
風
18

号
災
害
に
お
い
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
り
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
網

野
町
木
津
地
域
や
丹
後
町
宇
川
地
域

に
派
遣
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
に
は
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

を
目
指
し
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

を
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
支
援

者
、
地
域
の
人
が
少
し
ず
つ
リ
レ
ー

し
な
が
ら
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
「
Ｒ
Ｕ

Ｎ
伴
２
０
１
８
ｉ
ｎ
京
丹
後
」
が
開

　
令
和
３
年
度
は
、
地
域
福
祉
の
中

核
的
組
織
で
あ
る
社
協
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
は
、
市
と
社
協
で
別
々
に
策

定
し
て
い
た
地
域
福
祉
計
画
と
地
域

福
祉
活
動
計
画
に
つ
い
て
、
行
政
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
こ
と

で
「
第
４
次
地
域
福
祉
計
画
・
地
域

福
祉
活
動
計
画
」
と
し
て
一
体
的
に

策
定
し
、「
さ
さ
え
愛　
た
す
け
愛

　
ふ
れ
愛
の
ま
ち　
京
丹
後
」
の
実

現
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
は
、
弥
栄
町
と
久
美

浜
町
を
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、
市
民

局
と
地
域
公
民
館
と
連
携
し
て
地
域

共
生
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
地

域
の
総
合
相
談
窓
口
事
業
が
ス
タ
ー R４.4 地域共生ステーションの研修会へ参加

R3.4 老健施設ふくじゅの指定管理がスタート

R5.10 ファミリーマートでファミマフードドライブ開始

ト
し
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
に
は
網

野
町
と
丹
後
町
が
、
令
和
６
年
度
か

ら
は
市
内
全
域
で
の
事
業
展
開
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、令
和
５
年
度
は
、そ
れ
ま
で

時
季
的
な
開
催
で
あ
っ
た
フ
ー
ド
パ

ン
ト
リ
ー
を
常
設
化
す
る
と
と
も
に
、

㈱
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
と
合
意
書
を

交
わ
し
、寄
付
食
品
の
受
入
窓
口
と
な

る
フ
ァ
ミ
マ
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
も
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ほ
か
、年
明
け

の
元
旦
に
発
生
し
た「
令
和
６
年
能
登

半
島
地
震
」に
対
し
て
、石
川
県
七
尾

市
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

へ
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
支

援
物
資
を
仕
分
け
し
た
り
、
宮
城
県

名
取
市
等
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
に
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
に
は
、
社
協
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
愛
称
が
、

手
話
で
表
す
ア
イ
ラ
ブ
ユ
ー
と
京
丹

後
の
丹
を
掛
け
た
「
あ
い
た
ん
」
に

決
定
し
た
ほ
か
、
平
成
24
年
度
に
は

市
内
38
か
所
の
懇
談
会
を
経
て
第
２

次
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
度
と
26
年
度
は
、

台
風
18
号
や
記
録
的
な
豪
雨
に
よ

り
、
２
年
連
続
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
福
知
山
市
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ス
を
運
行
し
支
援
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　
平
成
26
年
度
に
は
京
丹
後
青
年
会

議
所
と
災
害
協
定
を
結
ん
だ
ほ
か
、

市
の
補
助
に
よ
り
婚
活
支
援
セ
ン

タ
ー「
出
会
い
は
京
丹
後
」が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
は
、
市
内
の
戸
配
事

業
者
と
福
祉
関
係
事
業
所
等
の
加
盟

に
よ
り
「
高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
た
ほ
か
、
市

内
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
撤
退
が
相

次
ぐ
中
で
、
市
内
の
公
共
交
通
空
白

地
７
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
に
指
定

し
、
買
い
物
等
の
外
出
支
援
の
た
め

「
移
動
支
援
事
業
」
を
開
始
し
、
新

た
に
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
始
ま
っ
た
地

域
、
ま
た
新
た
な
タ
ク
シ
ー
事
業
者

の
参
入
が
あ
る
中
で
、
令
和
４
年
度

末
ま
で
事
業
を
継
続
し
ま
し
た
。

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
は
、
年
末
に
発
生
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

世
界
的
な
流
行
に
よ
り
、
社
会
活
動

や
経
済
活
動
が
自
粛
さ
れ
、
地
域
に

お
い
て
も
イ
ベ
ン
ト
や
人
と
交
わ
る

サ
ロ
ン
活
動
な
ど
が
中
止
に
追
い
込

ま
れ
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
は
、
社
協
組
織
の
ス

リ
ム
化
を
目
指
し
、
評
議
員
及
び
理

事
の
定
数
の
見
直
し
を
実
施
し
た
ほ

か
、
そ
れ
ま
で
委
託
事
業
で
あ
っ
た

「
京
丹
後
市
や
さ
か
老
人
保
健
施
設

ふ
く
じ
ゅ
」
の
指
定
管
理
の
受
託
を

決
定
し
ま
し
た
。

【
令
和
３
年
度
】

・
京
丹
後
市
や
さ
か
老
人
保
健
施
設
ふ
く
じ
ゅ
の
指
定

管
理
が
ス
タ
ー
ト
。

・
社
協
の
実
施
事
業
の
将
来
構
想
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
）
を
策
定
。

・
ア
ミ
テ
ィ
丹
後
で
開
催
さ
れ
た
、
令
和
３
年
度
「
京

都
ジ
ョ
ブ
博・き
ょ
う
た
ん
ご
就
職
フ
ェ
ア
」に
出
展
。

・
こ
れ
ま
で
市
と
社
協
が
そ
れ
ぞ
れ
策
定
し
て
い
た
計

画
を
統
合
し
、「
第
４
次
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福

祉
活
動
計
画
」
と
し
て
一
元
化
を
図
っ
た
。

・
丹
後
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
松
風
苑
）
の
指
定
管
理

が
終
了
し
、
こ
れ
に
伴
い
施
設
内
で
実
施
さ
れ
て
い

た
明
治
国
際
医
療
大
学
の
鍼
灸
事
業
も
終
了
。

・
支
所
委
員
会
設
置
規
程
を
改
正
し
、
各
委
員
会
の
代

表
者
に
よ
る
合
同
会
議
を
設
置
。

【
令
和
４
年
度
】

・
丹
後
支
所
を
丹
後
市
民
局
（
市
丹
後
庁
舎
）
の
２
階

へ
移
転
し
て
市
と
の
連
携
を
強
化
。

・
弥
栄
町
と
久
美
浜
町
を
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、
市
民

局
と
地
域
公
民
館
と
連
携
し
て
地
域
共
生
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
地
域
の
総
合
相
談
窓
口
事
業
が

ス
タ
ー
ト
。

・
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
令
和
２
年
３
月
に
開
始
さ
れ
た
、

生
活
福
祉
資
金
の
特
例
貸
付
制
度
が
９
月
末
で
終
了
。

・
き
ょ
う
と
福
祉
人
材
育
成
認
証
制
度
を
取
得
。

【
令
和
５
年
度
】

・
㈱
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
と
「
フ
ァ
ミ
マ
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
」
実
施
に
向
け
合
意
書
を
締
結
。

・「
第
６
回
京
丹
後
市
社
会
福
祉
大
会
」
を
開
催
。

・
秋
か
ら
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
の
常
設
化
を
図
っ
た
。

・
こ
れ
ま
で
の
事
業
内
容
を
変
更
し
、
新
た
な
屋
根
の

雪
下
ろ
し
に
関
す
る
助
成
事
業
を
新
設
。

・「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
に
お
い
て
七
尾
市
の

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
職
員
を
派
遣
。

京丹後市社協20年の歩み

5
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　ご利用者及びご家族のご意見
を参考にし、サービス向上を図
るため、毎年アンケートを実施
しています。
　その結果は、本
会ホームページで
紹介しています。

利用者アンケート結果
介護サービス及び障害サービス等

　

本
会
で
は
、
大
宮
町
、
丹
後
町
、

久
美
浜
町
に
お
い
て
、
健
康
体
操

や
頭
・
身
体
を
使
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
身
体
機
能
の
維

持
向
上
を
目
指
し
た
「
健
や
か
生

き
が
い
教
室
」
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
７
月
か
ら
は
、
運
動
・
栄
養
・

口
腔
の
専
門
講
師
を
招
き
、
個
別

相
談
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
秋
に
は
65
歳
以
上
の
要
支
援

１
又
は
２
の
人
、
ま
た
そ
れ
に
準

ず
る
人
に
対
し
て
「
フ
レ
イ
ル
予

防
教
室
」
の
開
催
を
予
定
し
て
お

り
、
介
護
予
防
に
対
す
る
理
解
と

意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

網
野
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
事
業
の
運
営
理
念
に
「
生

き
が
い
を
見
つ
け
る
活
動
を
お
手

伝
い
し
ま
す
〜
心
が
動
け
ば
体
も

動
く
〜
明
日
も
来
た
い　

願
い
が

叶
う
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
を
掲
げ
、

利
用
者
の
主
体
的
な
思
い
に
寄
り

添
う
た
め
、
個
別
で
特
技
や
趣
味
、

嗜
好
を
把
握
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
生
活
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
選
択
肢

の
拡
大
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
散
歩
・
料
理
・
移
動
と
い
っ

た
生
活
動
作
に
着
目
し
て
機
能
訓

練
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
３
ヶ
月

に
一
度
、
生
活
動
作
に
必
要
な
歩

行
・
握
力
・
立
ち
上
が
り
な
ど
の

状
況
を
確
認
し
、
利
用
者
一
人
ひ

と
り
に
あ
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
機

能
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

久
美
浜
訪
問
介
護
で
は
、
自
宅

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

訪
問
介
護
員
（
ヘ
ル
パ
ー
）
が
自

宅
に
伺
い
、
在
宅
で
の
生
活
に
必

要
な
食
事
・
排
泄
・
入
浴
な
ど
の

身
体
介
護
や
、
調
理
・
掃
除
・
洗

濯
な
ど
の
生
活
援
助
、
そ
し
て
日

常
生
活
上
の
助
言
等
の
援
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
そ

れ
ぞ
れ
の
生
活
に
合
わ
せ
支
援
す

る
こ
と
で
、
利
用
者
の
み
な
ら
ず
、

ご
家
族
が
安
心
で
き
る
よ
う
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　

ま
た
、
久
美
浜
訪
問
介
護
で
は
、

身
体
ま
た
は
精
神
等
に
障
害
が
あ

る
人
の
自
宅
を
訪
問
し
、
身
体
介

護
や
家
事
援
助
を
行
っ
た
り
、
屋

内
外
に
お
け
る
移
動
や
通
院
等
の

た
め
の
介
助
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
障
害
に
あ
わ
せ
た
介

護
や
支
援
を
行
う
た
め
に
は
、
様
々

な
技
術
の
習
得
が
必
要
に
な
る
た

め
、
ヘ
ル
パ
ー
は
、
定
期
的
に
、

研
修
を
重
ね
一
人
ひ
と
り
に
合
っ

た
適
切
な
介
護
を
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
事
業
が
地
域
生
活
を
支

え
る
仕
組
み
の
一
つ
で
あ
る
こ

と
を
意
識
し
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
な
ど
地
域
の
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
や
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
職
と
連
携

し
、
地
域
全
体
で
利
用
者
の
生

活
を
支
え
ら
れ
る
共
生
社
会
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

在宅での暮らしを支える介護事業

ヘルパー研修で救命救急講習を受講

レクリエーションに取り組む利用者

運動指導を受ける参加者

人と暮らしを支える介護事業

　本会では、一人ひとりのニーズに寄り添い、住み慣れた地域で自分らしく暮らせるよう、
高齢者や障害者の生活を支える様々な介護事業に取り組んでいます。

介
護
予
防
の
実
践

在
宅
で
の
自
立
を
支
援

生
活
機
能
の
維
持
向
上

障
害
者
の
在
宅
介
護
を
支
援



食品や日用品の寄付を
お願いしますお願いします
食品や日用品の寄付を

あたたかいお気持ちをいただき、ありがとうございました。
（令和６年7月１日～令和６年8月31日受付分）

供養として

善意のご寄附
お知らせ

山中　知子　様（峰山町杉谷）
 ３００，０００円　亡子　博司　様
中村　利晴　様（峰山町杉谷）　 
 １００，０００円　亡妹　恭子　様
服部　好孝　様（峰山町長岡）
 １００，０００円　亡父　有孝　様
匿　　　名　様（久美浜町）
 １００，０００円　亡母　様

地域福祉事業へ

釣銭の一部を寄附
小市郎商店お客様（丹後町間人）　
      ３，１０３円

長岡地区公民館　様（峰山町長岡）
　 　３，０００円
株式会社ベルマリエ　様（峰山町菅） 
　 　６，０００円（通算２１7回目）
蛭子　智子　様（網野町木津）　　　　
　 　３，０００円（通算４２８回目）
丹後町ほくと会　様（丹後町間人）
　 ２９，０９７円
匿　　　名　様（丹後町）
 　３０，０００円（車いす購入等へ）

　生活にお困りの世帯に無料で食品や日用
品を配付するフードパントリーを実施して
います。

賞味期限が2ヶ月以上の未開封・未使用・
常温で保存可能なもの
※酒類（ノンアルコール飲料含む）、自家
　製食品、（みそ、漬物等）、野菜は不可。
マスク・消毒液・生理用品・おむつ
※未使用・未開封のもの
京丹後市社会福祉協議会本所又は各支所
ファミリーマート峰山町杉谷店（受付は食品のみ）

0772-65-2100（本所）

米・食品

日用品

寄付受付窓口

問合せ先

食品や日用品の寄付を
お願いします

　満１歳までの子どもを養育している家庭
を、おむつ配り隊（訪問支援員）が訪問し、
おむつ等の育児用品とともに、子育てに関
するサービスやサロン等の情報を届けます。

つながるオムツ宅配便

※毎月 上限に達し次第
　終了させていただきます。

詳しくは
こちらを
ご確認ください。

【ふくじゅ】
　生 活 課 　東　克巳　　　　准看護師

令和６年８月１日付
【峰山支所】
　地域福祉課　谷口　彩　（弥栄支所）

令和６年９月１日付

【峰山支所】
　地域福祉課　●宇野　美穂　　　事務職員
【大宮支所】
　地域福祉課　●小石原　江里子　事務職員
　　　　　　　●松本　恵璃　　　介護員
【丹後支所】
　地域福祉課　●岡林　友美　　　事務職員

令和６年９月１日付

職
員
の
採
用
と
異
動

採 用 異 動

　

網
野
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
事
業
の
運
営
理
念
に
「
生

き
が
い
を
見
つ
け
る
活
動
を
お
手

伝
い
し
ま
す
〜
心
が
動
け
ば
体
も

動
く
〜
明
日
も
来
た
い　

願
い
が

叶
う
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
を
掲
げ
、

利
用
者
の
主
体
的
な
思
い
に
寄
り

添
う
た
め
、
個
別
で
特
技
や
趣
味
、

嗜
好
を
把
握
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
生
活
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
選
択
肢

の
拡
大
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
散
歩
・
料
理
・
移
動
と
い
っ

た
生
活
動
作
に
着
目
し
て
機
能
訓

練
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
３
ヶ
月

に
一
度
、
生
活
動
作
に
必
要
な
歩

行
・
握
力
・
立
ち
上
が
り
な
ど
の

状
況
を
確
認
し
、
利
用
者
一
人
ひ

と
り
に
あ
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
機

能
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

※（）内は前所属　●嘱託職員
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発行 ／ 社会福祉法人 京丹後市社会福祉協議会
〒627－0111 京都府京丹後市弥栄町溝谷3464　TEL 0772－65－2100　FAX 0772－65－3294
http://www.kyoshakyo.or.jp/kyotango/　E-mail：info@kyotango-shakyo.jp
FBアドレス　　  h t t p s : / / www . f a c e b o o k . c om / k y o t a n g o a i t a n
Instagramアドレス　https://www.instagram.com/kyotangoshakyo
京丹後市やさか老人保健施設ふくじゅ専用HP ht tps: //yasaka-fukujyu. jp

峰 山 支 所（峰山総合福祉センター隣 TEL 62－4128）
大 宮 支 所（市 大 宮 福 祉 会 館 内 TEL 64－2037）
網 野 支 所（網野健康福祉センター内 TEL 72－0797）
丹 後 支 所（市 丹 後 庁 舎 内 TEL 75－0808）
弥 栄 支 所（市 弥 栄 庁 舎 内 TEL 65－2100）
久美浜支所（市 久 美 浜 庁 舎 内 TEL 82－0008）

　※この広報は、寄附金及び赤い羽根共同募金の
　　配分金の一部を活用して作成しています

とっほ
福祉の

情報

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
の
っ
け
て
」は
、

ひ
と
り
で
公
共
交
通
機
関
を
利
用

す
る
こ
と
が
困
難
な
障
害
の
あ
る

人
や
高
齢
者
か
ら
の
外
出
に
関
す

る
相
談
を
受
け
る
中
で
、自
分
ら

し
く
生
活
で
き
る
よ
う
外
出
の
機

会
を
増
や
し
た
い
と
の
思
い
で
、

平
成
18
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
外
出
支
援
と
し
て
は
、社

会
福
祉
協
議
会
の
実
施
す
る
福
祉

有
償
運
送
事
業
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
利
用
は
病
院
や
公
共
機
関
で

の
手
続
き
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、買
い
物
や
余
暇
な
ど
社

会
参
加
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
の
っ
け
て
」の
利
用
者
は
年
齢

層
が
幅
広
く
、障
害
の
あ
る
人
が
多

い
で
す
。ま
た
、法
人
の
車
両
は
１

台
の
み
で
、基
本
は
運
転
協
力
者
が

所
有
す
る
マ
イ
カ
ー
を
使
用
し
て

お
り
、事
業
へ
の
理
解
と
協
力
体
制

の
上
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
障
害
の
あ
る
人
へ
の
特

化
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、医
療
的

ケ
ア
の
必
要
な
児
童・生
徒
の
通
学

支
援
を
実
施
し
て
い
た
り
、丹
後
視

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
気
張
る
！
ふ
る
さ

と
丹
後
町
」
は
、
公
共
交
通
が
な
い

地
域
、
ま
た
少
な
い
地
域
に
対
し
て
、

日
常
の
移
動
手
段
の
一
つ
と
し
て
自

家
用
車
を
使
っ
た
移
動
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
丹
後
町
の
住
民
を

始
め
、
観
光
客
等
が
丹
後
町
か
ら
乗

車
し
京
丹
後
市
内
で
下
車
す
る
範
囲

で
利
用
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
丹
後
町
以
外
の
地
域

か
ら
乗
車
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
令
和
５
年
５
月
に
京
丹
後
市

立
弥
栄
病
院
の
受
診
に
つ
い
て
は
、
病

院
や
近
く
の
薬
局
か
ら
も
再
び
乗
車
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

伊
根
町
へ
も
行
け
る
よ
う
に
な
り
、
利

用
で
き
る
範
囲
を
広
げ
て
い
く
こ
と

で
、
生
活
へ
の
安
心
と
豊
か
さ
へ
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
利
用
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
28
年

の
運
行
当
初
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
ア
プ
リ
な
ど
あ
ま
り
馴
染
み
の
な

い
も
の
だ
っ
た
た
め
、
地
域
へ
出
向

い
て
事
業
説
明
や
操
作
方
法
の
説
明

を
行
っ
た
り
、
電
話
予
約
や
現
金
支

払
い
が
で
き
る
よ
う
に
ア
プ
リ
提
供

あいたん広場は地域でがんばっておられる人や団体の活動を紹介するコーナーです。

丹後町地域の移動を支える

利用者の思いに寄り添う外出支援

力
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー（
通
称
：

あ
い
丹
後
）と
の
連
携
も
進
め
て

い
る
ほ
か
、今
年
度
か
ら
大
宮
町

奥
大
野
区
で
も
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
野
村
俊
彰
さ
ん
に
よ
る

と
、「
利
用
者
と
は
送
迎
だ
け
の

お
付
き
合
い
で
は
な
く
、求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
何
な
の
か
を
意

識
し
て
生
活
に
も
寄
り
添
い
た

い
」と
話
を
さ
れ
、今
後
も
医
療

的
ケ
ア
の
必
要
な
児
童
も
お
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、引
き
続
き
通
学
な

ど
の
移
動
手
段
の
確
保
が
課
題
と

感
じ
て
お
ら
れ
ま
す
。

業
者
に
か
け
あ
っ
た
り
し
て
利
用
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
今
で
も
地
域
の

サ
ロ
ン
等
で
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
法
人
で
は
、
現
在
、
18
名
の
登
録

ド
ラ
イ
バ
ー
で
月
１
０
０
件
ほ
ど
の

利
用
が
あ
り
、
利
用
希
望
者
が
増
え

て
き
て
い
る
中
、
担
い
手
不
足
を
感

じ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
若
手
育
成
の

た
め
講
習
会
を
行
い
事
業
継
続
に
も

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
人

か
ら
は
、「
あ
り
が
と
う
」や「
助
か
る
」

と
い
っ
た
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
、
移

動
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
し
て
、
利

用
者
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。


